















































































ナキノ痴漢タリ」 「豈痴漢彼レガ如キ徒ト採蘭贈芍ノ事ヲ謀ル者アランヤト」 「痴漢策太ハ未ダ断念スルコト能ハズ」など いうよう


































































振られていたが、一八九〇年代以降「ちかん」というルビへと徐々に変化していったことがわかる。ここで、見逃せな のは、一八九〇年代、 「ちかん」というルビが振られた場合 女中や兄嫁、弟嫁など「顔見知りの女性」に対する情痴行為を働いた者を指すようになった、ということである。　「痴漢」という語が一八八〇年代から新聞に登場するようになり、それ以後、使われる頻度も徐々に高くなって く また、一八九〇
に「痴漢」という語が使われている。これらの読みはいずれも「ちかん」で、 「おろかな男」という意味である。いずれも馬琴など江戸後期戯作文学の影響を強く受けている。　
新聞ではどうだろう。 『朝日新聞』において「痴漢」という文字

















































































































































































































































































































































































































































































































な役割も果たしたようだ。岡本綺堂は一九二五年六月一日付の『読売新聞』に「郊外生活の一年」という一文を寄せている。その中で綺堂は「郊外 盗難の多い はしばしば聞くことであるが、ここらも用心のよい方ではない」とした上で、彼の女中の 人が、帰宅途中、暗いところで、あやうく「例の痴漢」に襲われるところだっという話を書き残している
（
24）。 「例の痴漢」という箇所はおそらく
























































































る。これまで見てきた例からもわかるように、 「痴漢」の範囲が非常に広く漠然としていて定義しにくい らだ。これまで取り上げた例でも「のぞき」から「強姦」 、さらには「強姦殺人」を犯した者まで「痴漢」という語で表し い 。 、多く 辞書を見ても「女性にみだらな行為をする男」という説明はなされているが、それでは「みだらな行為」とはいったい具体的にどのよ な行為を指すのだろうか。それはいまだに曖昧なままである　
たとえば、警視庁は二〇一一年三月十日付 電車内の痴漢防止
























































































「痴漢」の範囲に入っていることがわかる。と同時に、やはり「スカート切り」などの刃物や薬品を使った犯罪が多く、それも「痴漢」の範囲に入っていたことが確認できる。先に挙げた平林たい子の証言もどうやら正しいようだ。現在、こうした行為は「痴漢」というよりも「通り魔事件 として扱われるの はないだろうか。ともあれ、一九二〇年代にも「スカート切り」などの女性を突いたり切ったりする うな行為があったにはあったが、社会問題化するほど多くはなかった だろう。それが、ある時期からそのような犯罪が急増し、社会問題となって、 「痴漢」の範囲に入れ になったと推察される。　
それがいつの時期からかはまだ明確にできないが、ドイツ人女性






































































な男」から「女性にみだらな行為をする男」へ 意味が変わる移行期であると考えるのが適当なようである。その理由 して 、芥川の「開化の殺人」よりも少し遅い時期、つまり一九二〇年から三〇年代においてさえ、性的な意味をま たく含まない「痴漢 の用例があるからだ。　
一九二八年、昭和でいうと三年になるが、その年の十一月十日、

















































月、 『傀儡子』という作品集にまとめられて新潮社から出版された。引用文中の「痴漢」にはルビが振られていない。したがって、ここに出てくる「痴漢」を芥川がどう読ませたかったのかは残念ながらわからない。しかしながら、すでに本稿で見 ように、新聞紙上では、一八九〇年代から次第に「ちかん」とルビが振られる場合が多くなり その読みも広がっていたし 「出歯亀事件」以後は「痴漢」が社会的に大きな関心事になり、 いう語の使用頻度も高まり、時にはルビが振 れないことも多々あった。そ した状況を考慮すれば、 「開化の殺人」に見られる「痴漢」は「ちかん」と読むのが穏当であると判断で る。　
読みは「ちかん」でいいとして、この「痴漢」の意味には注意を















































































































































































































































いると信じ込み、一時の幸福感に浸る。だが 実際に彼が触れていたのは「シヤン 手にする蛇の目の傘 であった。彼は彼の全財産である月賦払いの洋服のズボンをびしょ濡れにしてしまっただけだった、というものである。ちなみに、 「シヤン」とは「美人」指す言葉 もと 旧制高等学校生の学生語であった。語源 ドイツ語の「
schön 」（美しい）
だという。こうした行為を現在では「痴



































































































































されるようになり、 ら 「探偵小説 犯罪小説」という新しいジャンルの小説で使わ ときに、 「痴漢」という語が「ちかん」と う読みを伴って用 ら こと、である。 「新しいジャンルの小説」 「新しいタイプの犯罪」 「科学技術」 「都市生活」 「大衆文化」等々、これらと「エロ」 の融合の中 ら 痴漢 という語が選ばれた。ただしそれは性的意味を帯びた語としての再発見であった。　
よく知られているように、一八九〇年代以降、日本では「探偵小


















































必ずしもそうではない。数 上だけでいえば、むしろ他の言葉を用いた例の方が多 かもしれない。 、この事件をきっかけに「痴漢」や「異常性欲」 「変態性欲」といった言葉に対する関心が以前に比べ格段に強まったことは事実である そ ような状況 受けて「痴漢」に関する記事や特集が雑誌を中心に組まれることになった。五月には『週刊読売』が「痴漢の本だな」という特集を ま 七月には雑誌『あまとりあ』が「 ﹃ ﹄の行動と心理」という特集を組んでいる
（
53）。いずれもこの事件がきっかけとなって組まれた特集で












































ここで特に興味深いのは、第三、 九、 十一、 十二章である。現在の




















は「白いワイシャツ」を着ており、夜中 トイレを覗くという。当時の家庭用トイレは和式で、下に汲み取り用の窓がついているが多かった。そこから「痴漢 が覗くのであ この時期は、まだ学校・家庭 便所や公衆便所も和式で、男性の小便 便器と併設して男女兼用の便器があるのが一般的な様式であった。和式 場合排泄物が肥溜めに溜まるので、当然なんらかの方法で定期的に汲み取る必要がある。そのために窓のような穴が開いていた。そこを利して覗く行為 多く見受けられ ようだ。　
一般に、日本のトイレが和式から洋式水洗便所に変わったのは、






接「強姦」につながる可能性の高い「痴漢」もたくさんいたようだ。というよりも、 「痴漢」と見なされる範囲が現在より相当広かったと言い換えた方がより正確なのかもし な 。　
いずれにせよ、一九三〇年代に使われた「痴漢」には、まだ「お
ろかな男」と う意味での用例もまま見受けら たが、一九五〇年代になるともはや「おろかな男 という意味の「痴漢」を見つけ出すのが困難に る。　
したがって、一九三〇～五〇年代の間に「おろかな男」→ 女性
にみだらな行為をす 男」 いう大きな転換が起こった 断定 てよいだろう。　
もう一点、現在とはイメージが異なることとして、 「痴漢」の年













































を描いた人たちである。大江健三郎が一九六三年五月に『新潮』に発表した「性的人間 まさにそうしたスタンスで描かれた作品である。ここでは、 「痴漢」は、 「都会の群衆の中 孤独」を象徴する存在であり、みずからの存在あるいは 男の性」を確認するという主題の一つとして選択されたので 。　
もともと泉も大江も、人間と性、あるいは政治や社会と 関わり
といった関心をきっかけに「痴漢」を描いたのだ 、 後辿った道はまったく異なるもの なった。泉はより性的で官能的なも を書くようにな のに対して、大江はより政治性・社会性を強調し、そうした問題を問い直すような作品を発表していっ 。　
いずれにせよ、一九六〇年代以降、こうした作家が都会の電車内









記事を見出すことはできる。しかしながら、事件以後に比べると比較にならないくらい少な 。この事件が「痴漢」に対す 人々の関心を高めたことは間違 ないと思われる。
「痴漢」という問題系









のことで、それも中央線の、当時は甲武線と われていた部分だけだった。しかも午前と午後の学生の乗車が多い時間帯だけに限られていた。Ｓ子の苦情はそれよりも後の とだ 、Ｓ子の乗っていた電車や時間帯にはまだ「婦人専用列車」は設けられていなかったのだろう。　「婦人専用列車」あるいは「女性専用車両」といわれる車両の設置とそのいきさつについては、堀井光俊『女性 車 両 社会学』に述べられているが、それによると 一九一二年に「婦人専用車両」が登場した は、車内混雑に乗じて男子学生が女子学生にラブレターを手渡したり、女性の体に執拗 触れたりする者が出てきて、これが問題になっ から という
（
65）。当時はこうした行為が「痴








































































































































取ることは難しい。こうした消極的な姿勢が一九九五年まで続いた。それまでの消極的な姿勢が一八〇度転換したの 、先に述べた「被害者対策要綱」が制定された一九九五年であっ 。この年、国連によって「人権教育 ための国連十年」が始まった。これはその前年の十二月、第四十九回国連総会で決議されたもの 、一九九五年から十年を「人権教育のため 国連十年」と定めている。そこには児童の人権 擁護と 女性に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条項が盛り込まれ、強調さ 。 の二つの動き 相俟って、警察・教育現場・鉄道会社などの関係者が連携し、 「痴漢」撲滅に向けて本格的な取り組みを行うようになっ ので る。　
これによって、 「痴漢」が犯罪であることが強調されるようにな


























いうことを啓蒙し、注意を喚起するようなポスターが貼られている。その約半数はカタカナ表記である。 「痴漢」を「チカン」とカタカナで表記する で、 「痴漢」に対する意識を変えよう、いや変えたいという意図があるのだろうか。漢字が読めない外国人観光客に対する配慮も含まれてい かも れない。　
けれども、もし単に読みやすさだけを考えて「痴漢 を「チカ








目を浴びることになったのだ。それは加害者が「オタク」という一面を持っていたから ほかならない。この事件が契機となり、 「オタク」という語が一般にも認知され、 「オタク」に対する偏見を生んだ
（
68）。 「痴漢」の場合も、それまでに性的意味を帯びていたものの、




















かった「痴漢」であるが、一九五〇年代、とりわけ一九五四年に起こったいわゆる「鏡子ちゃん事件」 よって 再び注目を浴びることになる。この事件に関す 記事や特集が多く組まれ、人々 「痴漢」に対す 関心は再び高まった。　「出歯亀事件」や「鏡子ちゃん事件」のように、ある事件がきっかけとなって、それまであまり一般的 なかった言葉 事件と関連するようなイメージを持ち一種 流行語のようになる例はほかにもある。近年では、 「オタク」という言葉がそれに たる。 「オタク」も、もともとはサブカルチャー趣味を持つ者の間で使われ 隠語過ぎないマイナーな言葉であった。それが一九八八年から翌年にかけて起きた「東京・埼玉連続幼女誘拐殺人事件」によって一気に注
177
「痴漢」の文化史










中国語であり、意味も本来は「おろかな男」であった。それが近代になって日本と同様に、 「女性にみだらな行為をする男」と う意味へと変化した。中国でどうして「痴漢」という語が消滅し のか、また朝鮮半島で「痴漢」という語がどのような変容を遂げたのか、という点は今後どう ても明らか したい。その場合 当然のことながら、中国、朝鮮半島、 での「痴漢」の変容を追いながら、比較する必要が生じてくる。こうした作業を通 て、辿った東アジアの歴史が明らかになると期待される。　
また、言葉とは別に多くの外国人が日本の「痴漢」に関する文章
を書き残している。それらを用いながら、日本の「痴漢」がいつ頃



























































































































































































ビ付きで登場する例は、 八八 代である。たとえば伊東専 編『小堀
180
漢」に関する統計（同年一月一日～四月二十日までの調査）が載っているが、その中の「痴漢の手口」でもっとも多いのは「背後から抱きつき、みだらな言動をしたもの」で全体の五十七％を占めている。以下、 「自転車でスレ違いざま乳房などに切りつけたもの」が二十一％、 「フロ場を ぞいたもの」が七％、そして「幼女を連れ出してワイセツ行為をしたもの」と「刃物で脅し、ワイセツ行為をしたもの」がそれぞれ約六 となっ 電車内などでの被害は表に出 いない。ただし、これは統計の取り方などが示されていないため、 あく でも参考 とどめたい。少し後になるが 『知性』 （知性社）という雑誌が一九五七年八月号（第四巻第五号）で「総合研究
　
痴漢」





































































































二〇〇四年二月）や岡田斗司夫『オタクはす に死んでいる』 （新潮新書、二〇〇八年 月）などを参照されたい。
（
69）　
原武史『鉄道ひとつばなし』講談社現代新書、二〇〇三 九月、二二〇～
二二一頁。
